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議会だより

　９月２０日、四辻新田地区で須釜小学校の３年生と６年生　９月２０日、四辻新田地区で須釜小学校の３年生と６年生
の児童が、さるなしの収穫体験を行いました。体験学習の児童が、さるなしの収穫体験を行いました。体験学習
の一環で、児童たちは真剣な表情でさるなしの実を一つの一環で、児童たちは真剣な表情でさるなしの実を一つ
一つ収穫していました。一つ収穫していました。
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99 月定 例 議 会月定例 議 会
議案番号 議　　　　　案　　　　　名 採決

小　

針

石　

井

車　

田

渡　

邊

塩　

澤

小　

林

飯　

島

田　

子

西　

川

三　

瓶

大
和
田

須　

藤

議案第48号 平成２７年度玉川村上水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 玉川村指定金融機関の指定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第51号 玉川村税条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第52号 玉川村税特別措置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 玉川村復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 玉川村消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 玉川村体育施設条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 石川地方介護認定審査会共同設置規約の改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 石川地方障害支援区分認定審査会共同設置規約の改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 村道の路線変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 平成２８年度玉川村一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 平成２８年度玉川村介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 平成２８年度玉川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 平成２８年度玉川村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 平成２８年度玉川村上水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第1号 平成２７年度玉川村一般会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第2号 平成２７年度玉川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第3号 平成２７年度玉川村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第4号 平成２７年度玉川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第5号 平成２７年度玉川村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第2号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 － － － － － － － － － － － －

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

審議議案と各議員の賛否　　　　　　　 　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄

次 回 の 定 例 会 　 1 2 月 中 旬 予 定

議会を傍聴しませんか　9月定例会の傍聴人数10人（平成28年累計傍聴人数30名）
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特
別
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の
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員
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非
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別
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員
で
非
常

勤
の
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酬
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勤
の
も
の
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報
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に
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す
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す
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す
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す
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す
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す
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す
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消
防
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す
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条
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関
す
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一
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改
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す
る
条
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改
正
す
る
条
例

石
川
地
方
介
護
認
定
審

石
川
地
方
介
護
認
定
審

査
会
共
同
設
置
規
約
の

査
会
共
同
設
置
規
約
の

改
正
改
正

石
川
地
方
障
害
支
援
区

石
川
地
方
障
害
支
援
区

分
認
定
審
査
会
共
同
設

分
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
改
正

置
規
約
の
改
正

村
体
育
施
設
条
例
の

村
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
部
を
改
正
す
る
条
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条　

例　

改　

正

　

新
た
に
産
業
医
を
指
定
す
る
に

あ
た
り
健
康
管
理
医
の
報
酬
を
年

額
３
万
５
１
０
０
円
か
ら
月
額
１

万
円
に
変
更
す
る
た
め
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
及
び
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
村
税
条
例
に
つ
い
て
も
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

企
業
立
地
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
20
条
の

地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令

の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域

法
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
よ

　

村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
廃
止
に

伴
い
、
名
称
及
び
位
置
に
つ
い
て

の
改
正
及
び
、
ク
ッ
ク
ド
ー
ム
た

ま
か
わ
の
附
属
施
設
設
備
の
使
用

料
を
加
え
る
も
の
。

　

い
ず
れ
も
、
平
成
28
年
９
月
５

　

２
年
交
代
で
指
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
10
月
31
日
で

須
賀
川
信
用
金
庫
の
契
約
が
満
了

と
な
る
。
11
月
１
日
よ
り
夢
み
な

み
農
業
協
同
組
合
を
指
定
し
た
い

の
で
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

　

村
道
小
―
35
号
線
の
起
点
に
変

更
が
生
じ
た
た
め
、
道
路
法
第
10

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

村
道
の
路
線
変
更

指

定

金

融

機
関
の
指
定

あ ら ま し
　玉川村議会９月定例会は９月９日から１６日までの８日間の会期で開催されました。

　今回の議会では、条例改正の議案６件、規約改正の議案２件、補正予算の議案５件、決算の認定

等６件、報告１件、指定金融機関の指定の議案１件、村道の路線変更の議案１件などが提案されました。

　また、一般質問には６名の議員が登壇し村執行部の考えを質しました。

り
、
根
拠
条
項
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

日
よ
り
石
川
町
役
場
庁
舎
が「
福

島
県
石
川
郡
石
川
町
字
長
久
保
１

８
５
番
地
の
４
」に
移
転
し
た
こ

と
に
伴
い
、
審
査
会
の
執
務
場
所

を
変
更
す
る
た
め
、
規
約
の
一
部

改
正
を
す
る
も
の
。
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平
成
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入
歳
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決
算

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
に

お
い
て
は
、
繰
越
金
を
４
５
９
万

１
千
円
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額
し
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歳
出
に
お
い
て

は
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一
般
会
計
繰
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金
を
４
５
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万
１
千
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減
額
す
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も
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人
件
費
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補
正
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よ
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９
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増
額
し
、
総
係
費
を
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万
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千
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減
額
す
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も
の
。

　

平
成
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介
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に
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
７

９
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万
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千
円
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追
加
し
、
予
算

総
額
を
40
億
６
７
９
０
万
１
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と
す
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。

　

な
お
、
補
正
の
主
な
も
の
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

補　

正　

予　

算

区分 款 補正額 備　　　　考

歳入

繰越金 250,079 繰越金

国庫支出金 37,230 地方創生加速化交付金など

県支出金 15,064
森林整備加速化・林業
再生基金事業補助金な
ど

地方交付税 12,835 普通交付税

繰入金 △69,346 財政調整積立金繰入金など

村債 △9,366 臨時財政対策債

歳出

総務費 196,308
財政調整基金積立金、
地方創生事業による産
学官連携地域資源活用
事業など

商工費 23,937
地方創生事業による道
の駅資源販売力強化事
業、創業マルシェ支援事
業など

農林水産業費 12,056 高性能林業機械導入補助金など

一般会計補正予算の主なもの表1 （単位：千円）

　

平
成
27
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

平
成
平
成
2828
年
度
介
護
保
険

年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

（
第
１
号
）

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
８
０
万
１
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
５
億
３

７
３
９
万
円
と
す
る
も
の
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

○
繰
越
金　

１
８
２
９
万
７
千
円

※
歳
出
の
主
な
も
の

○
基
金
積
立
金１

０
２
９
万
５
千
円

○
諸
支
出
金　

８
５
０
万
６
千
円

●
竜
崎
区
墓
地
参
道
整
備
に
関
す

る
請
願

【
請
願
者
】竜

崎
区
長　

湯
澤　

英
一

【
紹
介
議
員
】

石
井　

清
勝

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

本
件
は
地
元
行
政
区
で
行
う
べ
き

も
の
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
よ

り
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
34
万
１
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
５
０
１
５
万
５

千
円
と
す
る
も
の
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

○
繰
越
金　
　
　
　

34
万
１
千
円

※
歳
出
の
主
な
も
の

○
繰
出
金　
　
　
　

34
万
２
千
円

○
予
備
費　
　
　
　
　

△
１
千
円
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財
源
は
35
億
０
４
１
７
万
５
千
３

７
２
円
で
61
・
３
％
、
自
主
財
源

は
22
億
１
３
４
４
万
９
千
３
５
５

円
で
38
・
７
％
と
な
っ
た
。

　

歳
出
は
、
公
債
費
の
確
実
な
償

還
を
実
施
し
、
住
民
福
祉
の
充
実

を
目
指
し
、
投
資
的
経
費
の
計
画

的
執
行
に
努
め
た
結
果
、
歳
出
合

計
は
54
億
０
４
５
６
万
７
千
２
０

２
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
で
３
億
１
３

０
５
万
８
千
円
と
な
り
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
２
９
７

万
８
千
円
を
除
く
と
３
億
０
０
０

　　　上水道事業会計決算状況
総　収　益 総　費　用 総　利　益
205,978,492 201,720,253 4,258,239

　　　平成２７年度各種会計の決算状況
会　計　区　分 歳　入 歳　出
一　般　会　計 5,717,624,727 5,404,567,202

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1,080,327,700 969,737,846
介 護 保 険 499,737,339 481,438,341
後期高齢者医療 49,759,043 49,416,369
農業集落排水事業 130,664,500 126,072,290
合　　　　計 7,478,113,309 7,031,232,048

（５）

　

地
方
消
費
税
交
付
金
、地
方
交

付
税
、国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、繰

越
金
等
が
増
と
な
っ
て
お
り
、特
に

繰
越
金
に
つい
て
は
、認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
等
の
平
成
26
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
費
が
増
え
た
た
め
、大

幅
増
と
な
っ
た
。一
方
、学
校
等
建
設

基
金
及
び
地
域
振
興
基
金
か
ら
の

繰
入
金
等
が
減
と
な
って
い
る
が
、歳

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
は
、
国
・
県
等
へ
の
依
存

決
算
の
認
定

平
成
平
成
2727
年
度
の

年
度
の

村
財
政
運
営
状
況

村
財
政
運
営
状
況

各
種
会
計
の
認
定

各
種
会
計
の
認
定

本年度
前年度

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

諸支出金

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

億円

一般会計歳出前年対比

597,724,664

161,366,890

198,742,212

260,670,765

125,000

515,141,035

771,415,154

655,745,532

78,883,382

3,780,000

1,520,888,486

168,161,667

123,811,748

84,034,633

273,613,571

125,000

430,361,714

729,730,339

1,196,841,641

82,829,070

56,840,665

18,535,680

1,562,944

429,124,746

104,595,969

685,793,364

597,724,664

161,366,890

198,742,212

260,670,765

125,000

515,141,035

771,415,154

655,745,532

78,883,382

3,780,000

1,520,888,486

168,161,667

123,811,748

84,034,633

273,613,571

125,000

430,361,714

729,730,339

1,196,841,641

82,829,070

56,840,665

18,535,680

1,562,944

429,124,746

104,595,969

685,793,364

本年度
前年度

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

その他

村債

国県支出金

地方交付税

村税

億円

一般会計歳入前年度比

1,601,734,567

209,500,000

748,321,177

1,682,296,000

737,552,292

576,500,000

917,073,372

738,787,822

1,601,734,567

209,500,000

748,321,177

1,682,296,000

737,552,292

576,500,000

917,073,372

738,787,822

1,677,395,533

1,807,868,000

表2

（単位：円）

（単位：円）

表3

表4

８
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

（
表
３
を
参
照
）

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

収
入
済
額
10
億
８
０
３
２
万
７

千
７
０
０
円
、
支
出
済
額
９
億
６

９
７
３
万
７
千
８
４
６
円
と
な

り
、
歳
入
歳
出
差
引
残
金
は
、
１

億
１
０
５
８
万
９
千
８
５
４
円
と

な
っ
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
で
２
億
５
１
４
０
万
４
千
５

７
８
円
、
共
同
事
業
交
付
金
で
２

億
３
２
３
５
万
９
千
１
１
０
円
、

保
険
税
で
１
億
７
６
２
５
万
０
６

７
４
円
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
で

１
億
７
２
１
４
万
１
千
０
３
１
円

と
な
っ
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
で
５
億
４
４
４
４
万
４
千
７

０
０
円
、
共
同
事
業
拠
出
金
で
２

億
４
０
７
４
万
７
千
１
６
６
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
で
１
億
０

３
１
４
万
８
千
０
３
４
円
と
な
っ

た
。

【
そ
の
他
の
特
別
会
計
】

　

他
の
特
別
会
計
及
び
上
水
道
事

業
会
計
の
決
算
は
、
表
３
、
表
４

の
と
お
り
で
あ
る
。

入
総
額
で
は
増
と
な
っ
た
。

　
「
少
子
高
齢
化
」「
産
業
振
興
・

活
力
」「
安
全・安
心
社
会
」「
交
流

と
地
域
活
性
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

諸
事
業
に
つ
い
て
、計
画
ど
お
り
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、各
特
別
会
計
に
お
い
て
も

予
算
内
で
事
業
が
執
行
さ
れ
、各

会
計
と
も
黒
字
で
決
算
と
な
っ
た
。

（
表
２・表
３
を
参
照
）
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監
査
の
報
告

　

平
成
27
年
度
の
決
算
審
査
は
、

７
月
27
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の

期
間
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
監
査
委

員
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
さ
れ

た
。

【
各
種
会
計
状
況
】

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
種
会
計
歳

入
歳
出
決
算
書
と
そ
の
付
属
調
書

の
計
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
諸

帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た

結
果
、
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

81
・
１
％
で
、
前
年
度
よ
り
２
・

１
ポ
イ
ン
ト
低
下（
改
善
）し
た
。

　

上
水
道
事
業
会
計
は
、
供
給
単

価
１
８
８
・
72
円
に
対
し
、
給
水

原
価
は
３
８
８
・
41
円
で
あ
り
１

㎥
当
た
り
１
９
９
・
69
円
の
持
ち

出
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
前
の
水
源
確
保
に
対
す
る
投

資
額
が
大
き
い
こ
と
が
要
因
で
す

が
、
で
き
る
限
り
業
務
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
と
漏
水
対
策
に
注
力

す
べ
き
で
あ
る
。

　

玉
川
村
上
水
道
事
業
基
本
計
画

が
作
成
さ
れ
、
石
川
町
か
ら
の
浄

水
受
水
と
四
辻
水
源
有
効
活
用
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
施
設

整
備
な
ど
で
多
額
の
事
業
費
と
な

る
こ
と
か
ら
料
金
の
見
直
し
や
さ

ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
よ
り

安
全
な
水
の
安
定
供
給
確
保
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
財
産
管
理
】

　

有
価
証
券
、
出
資
金
、
預
金
、

基
金
運
用
は
適
正
で
あ
る
。

区　分 滞納額 区　分 滞納額

村 　 税 41,958 下 水 道 使 用 料 10,312

国 保 税 40,093 緑 資 源 償 還 金 35,282

介 護 保 険 料 2,319 上 水 道 使 用 料 17,200

住 宅 使 用 料 30,296

滞納額 （単位：千円）
【
滞
納
額
】

　

滞
納
額
は
、
表
５
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

滞
納
金
は
財
政
計
画
及
び
行
政

の
公
平
・
公
正
の
点
か
ら
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
対
応
を
求
め
る
。

【
未
登
記
】

　

未
登
記
件
数
の
年
度
末
現
在
３

８
５
筆
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
今

後
も
未
登
記
件
数
の
早
期
解
消
に

努
力
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

表5

年度別一般会計歳出決算性質別集計表 （単位：千円、％）
区　　分 平成２７年度 平成２６年度 比較増減決算額 構成比 決算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 651,851 12.7 644,623 17.2 7,228
扶 助 費 345,855 6.7 341,661 9.1 4,194
公 債 費 408,793 8.0 429,125 11.5 △ 20,332
小 　 計 1,406,499 27.4 1,415,409 37.8 △ 8,910

投
資
的

経　

費

普 通 建 設 事 業 費 1,918,444 37.4 648,697 17.3 1,269,747
災 害 復 旧 事 業 費 4,073 0.1 19,583 0.5 △ 15,510
小 　 計 1,922,517 37.5 668,280 17.8 1,254,237

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 601,041 11.7 544,136 14.5 56,905
維 持 補 修 費 45,196 0.9 53,299 1.4 △ 8,103
補 助 費 等 584,682 11.4 593,312 15.9 △ 8,630
積 立 金 219,754 4.3 79,157 2.1 140,597
投資・出資・貸付費 8,827 0.2 8,089 0.3 738
繰 出 金 337,662 6.6 382,843 10.2 △ 45,181
小 　 計 1,797,162 35.1 1,660,836 44.4 136,326
合　　計 5,126,178 100.0 3,744,525 100.0 1,381,653

※決算統計上、後期高齢者医療広域連合健康診査事業費が決算額から控除されています。

監査委員によるヒアリング
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村
執
行
当
局
よ
り
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る

指
標
に
つ
い
て（
表
６
及
び
表
７

の
と
お
り
）、
一
般
会
計
な
ど
に

お
け
る
健
全
化
判
断
比
率
、
公
営

企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
の

指
標
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
早

　　　健全化判断比率

健 全 化 判 断 比 率 平成27年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 －％ 15.0％

連 結 実 質 赤 字 比 率 －％ 20.0％

実 質 公 債 費 比 率 9.2％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 60.5％ 350.0％

※－%赤字がないため算出されない。

※－%赤字がないため算出されない。

　　　資金不足比率

特 別 会 計 の 名 称 資金不足比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 －％ 20.0％

農業集落排水事業特別会計 －％ 20.0％

健
全
化
判
断
比
率
・

資
金
不
足
比
率
の

審

査
・

報

告

期
健
全
化
基
準
及
び
経
営
健
全
化

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
報
告
が

さ
れ
た
。

　

監
査
委
員
よ
り
、
平
成
27
年
度

健
全
化
判
断
比
率
等
の
内
容
は
、

算
出
根
拠
書
類
も
整
備
さ
れ
適
正

と
認
め
た
。

　

今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
の
た

め
、
適
正
か
つ
計
画
的
な
財
政
運

営
を
維
持
さ
れ
る
よ
う
希
望
す

る
。

表6

表7

【 監 査 委 員 の 決 算 審 査 報 告・ 意 見 】
　一般・特別会計の滞納金総額は160,343千円で対前年比9,757千円の減少となりました。アベ
ノミクスの影響による経済状況の回復と担当者の大いなる努力の結果、各税目で収納率がアッ
プしましたが滞納額はまだまだ高水準で推移しています。滞納者の実態を的確に把握して適切
な滞納整理を行い、収入未済額の圧縮に一層努力され、担当課を中心とした情報の共有化を図
り、村民の義務としての納税意識を向上させ、不公平感が発生しないよう徴収体制を充実させ
ていただきたい。
　ふるさと納税について、インターネットの「ヤフーふるさと納税」取扱開始と返礼品拡充などに

より、対前年比20.1倍の24,483千円
と大幅に増加した。
●業務面について
　６月に「認定こども園補助金交付
申請書」の事業目的で「村内外の
子どもに対して保育・教育を提供す
る」を「村外の子どもに対して保育・
教育を提供する」と誤って記載した
ため、住民監査請求されました。
　常日ごろの事務処理において担
当者はもちろん、上司は特にチェッ
クを厳しく実施し正確な事務処理を
心がけるよう指摘した。監査委員による現地調査（川辺字金波地内の水路）
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9月定例議会

6 人の議員が村政を問う
通　告　者 質　　　問　　　事　　　項

車　田　幹　夫 １　村の上水道事業基本計画について
２　村内の防犯灯のＬＥＤ化について

小　針　竹千代 １　農業振興地域整備計画の見直しについて
２　玉川村観光開発について

飯　島　三　郎 １　村内の河川の堰、ため池の管理について
２　こぶしの里の前の県道の冬期間における凍結防止について

小　林　徳　清
１　村所有不動産の未登記について
２　阿武隈川堤防への桜植樹について
３　村民懇談会について

石　井　清　勝

１　玉川村空き家・空き地バンク制度について
２　廃屋対策について
３　認定こども園の運営等について
４　母畑開パ事業に係る事業償還金の負担軽減について

大和田　　　宏 １　玉川村上水道事業の現状と今後の取り組みについて

一般質問の様子
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村
内
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

年
度
内
に
実
施
す
る
こ
と
は
住
民

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
中
学
生
が

徒
歩
や
自
転
車
で
通
学
し
て
い
る

な
か
で
、
従
来
の
蛍
光
灯
よ
り
明

る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
大
変
良
い
と
考

え
る
が
次
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

問　

全
行
政
区
で
電
気
使
用
料
と

し
て
支
払
っ
て
い
る
平
成
27
年
度

分
の
金
額
は
幾
ら
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
こ
の
電
気
料
に
対

し
て
村
で
は
幾
ら
補
助
を
し
て
い

る
の
か
。

答　

全
地
区
で
１
６
２
万
０
６
１

１
円
で
、
補
助
は
２
分
の
１
で
80

万
６
千
円
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
な
っ
た
場
合
、

全
行
政
区
で
支
払
う
金
額
は
幾
ら

に
な
る
の
か
。

答　

概
算
で
は
、
お
お
よ
そ
半
額

程
度
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
。

問　

今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
防
犯
灯
の
設
置
場
所

で
区
の
境
が
暗
い
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
を
配
慮

し
た
設
置
が
で
き
る
の
か
。

答　

区
の
境
が
暗
い
と
の
指
摘
に

つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に
開
催
さ

れ
た
防
犯
協
会
の
総
会
の
際
に
、

行
政
区
の
境
を
越
え
て
歩
行
者
の

経
路
を
想
定
し
た
防
犯
灯
の
新
規

設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

説
明
を
し
、
今
後
も
区
の
境
を
含

め
歩
行
者
優
先
で
の
設
置
に
つ
い

て
防
犯
協
会
等
で
の
整
備
協
力
を

お
願
い
し
て
い
く
。

問　

上
水
道
事
業
基
本
計
画
の
中

で
当
面
の
優
先
課
題
と
し
て
定
め

た
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
問
う
。

答　

大
き
く
４
つ
の
課
題
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

①
石
川
町
か
ら
の
浄
水
受
水
に

伴
う
施
設
整
備
で
あ
り
ま
す
。
丈

田
ポ
ン
プ
場
及
び
接
続
し
て
お
り

ま
す
送
水
管
等
が
老
朽
化
し
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
施
設

の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

　

②
浄
水
と
受
水
に
伴
う
施
設
整

備
に
合
わ
せ
て
の
未
給
水
区
域
の

解
消
と
、
新
た
な
自
己
水
源
の
確

保
に
よ
る
未
給
水
区
域
の
解
消
を

図
る
こ
と
。

　

③
水
源
の
水
量
・
水
質
対
策
で

あ
り
ま
す
。
現
在
、
村
が
独
自
で

確
保
し
て
い
る
水
源
は
６
カ
所
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
源
に
つ
い

て
は
取
水
量
の
低
下
や
水
質
の
経

年
変
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
取

水
量
の
抑
制
や
休
止
等
に
よ
り
長

寿
命
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

④
危
機
管
理
体
制
の
強
化
で
あ

り
ま
す
。
漏
水
事
故
や
災
害
時
の

対
応
な
ど
に
備
え
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
整
備
を
行
い
、
応
急
対

策
、
組
織
体
制
の
強
化
、
人
材
の

育
成
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

問　

四
辻
新
田
地
区
未
給
水
区
域

の
解
消
の
た
め
の
施
設
整
備
と
滝

作
配
水
池
関
係
の
施
設
整
備
に
係

る
費
用
と
そ
の
財
源
を
ど
う
賄
う

の
か
問
う
。

答　

第
Ⅰ
期
工
事
整
備
と
し
て
四

辻
新
田
地
区
の
未
給
水
区
域
の
整

備
が
あ
り
、
概
算
の
事
業
費
と
し

て
約
７
億
７
千
万
円
を
予
定
し
て

車
田
幹
夫
議
員

Ｑ　

村
の
上
水
道
事
業
基
本
計
画
に
つ
い
て

Ｑ　

村
内
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

答

答

答答答

問

問

問問問

い
ま
す
。

　

Ⅱ
期
工
事
整
備
費
と
し
て
滝
作

配
水
池
関
係
の
整
備
が
あ
り
、
こ

れ
に
係
る
概
算
事
業
費
と
し
て
約

19
億
６
千
５
０
０
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
係
る
事
業
費
の
財
源

と
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
国
庫
補

助
金
と
し
て
簡
易
水
道
等
施
設
整

備
事
業
、
総
務
省
の
辺
地
対
策
事

業
債
及
び
公
営
企
業
債
な
ど
の
借

入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
整

備
の
た
め
の
事
業
費
が
多
額
に
上

り
ま
す
の
で
、
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
十
分
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

四辻新田地区の揚水試験

防犯灯のＬＥＤ化を
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業
振
興
地
域
の
指
定
、市
町
村
に
よ

る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策

定
を
中
心
と
し
て
、国
内
の
農
業
生

産
の
基
盤
で
あ
る
農
用
地
な
ど
の

確
保
を
図
る
た
め
に
各
団
体
が
行

う
べ
き
範
囲
が
示
さ
れ
て
い
る
。法

に
あ
る
よ
う
に
、優
良
農
地
や
土
地

改
良
実
施
地
域
で
の
農
用
地
の
確

保
は
、農
業
生
産
基
盤
を
守
る
上
で

重
要
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、今
日
の
農
業
情
勢

や
農
地
の
利
用
情
勢
を
考
え
た
と

き
、そ
の
他
の
有
効
な
利
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。現
在
、担
当

課
に
お
い
て
、計
画
の
見
直
し
作
業

を
進
め
て
い
る
。本
年
３
月
に
策
定

し
た
第
４
次
玉
川
村
土
地
利
用
計

画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、新
た

な
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
よ

る
、農
用
地
の
適
正
な
管
理
と
利
活

用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

国
道
１
１
８
号
沿
線
に
は
、

農
業
振
興
地
域
に
な
っ
て
い
る
が
た

め
土
盛
り
を
し
て
、
転
作
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
状
況
を
認
識
し
て
い
る
か
。

答　

認
識
し
て
い
る
。

し
は
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
特
に
、

利
便
性
が
良
い
中
地
区
か
ら
竜
崎

の
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
ま
で
の
間
、

国
道
１
１
８
号
沿
線
の
両
側
の
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
け
る

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
店
舗
及
び
住
宅
へ

の
転
用
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
村
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

農
業
振
興
地
域
は
、総
合
的

に
農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
地
域

を
明
ら
か
に
し
、土
地
の
近
代
化
の

た
め
の
施
設
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
、

同
法
で
は
、国
に
よ
る
農
用
地
の
確

保
等
に
関
す
る
基
本
方
針
の
策
定
、

都
道
府
県
に
よ
る
農
業
振
興
地
域

整
備
基
本
方
針
の
策
定
並
び
に
農

問　

玉
川
村
は
、東
西
に
広
く
標
高

差
も
あ
り
、季
節
を
長
く
利
用
で
き

る
。こ
の
地
の
利
を
利
用
し
て
、平
田

村
の
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
観
光

地
を
開
発
す
べ
き
と
考
え
る
。

答　

村
で
は
、平
成
25
年
に
緊
急

雇
用
事
業
に
よ
り
玉
川
村
に
お
け

る
、ま
つ
り・イ
ベ
ン
ト・名
所
旧
跡・

名
産
品・工
芸
品・花
木・景
色・民

話・郷
土
料
理
な
ど
を
発
掘
す
べ
く

資
源
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
デ
ー
タ
は
総
計
で
３
５

７
件
ほ
ど
上
が
って
き
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
玉
川
村
観

光
資
源
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
発
掘
し
た
デ
ー
タ
の
内
容
に
つ

い
て
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
観
光
素
材
と
し
て
の
絞

り
込
み
や
、
区
分
ご
と
の
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
活
用
方
法
や
方
向

性
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
観
光
地
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

観
光
資
源
の
再
発
見
や
交
流
連
携

が
図
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
や
移
住
定

住
な
ど
も
期
待
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
本
村
に
お
い
て
は
、
現
在

あ
る
素
材
を
利
用
し
て
観
光
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

昨
年
９
月
に
産
業
振
興
課
に

伺
い
各
個
人
の
桜
で
あ
って
も
、村
外

か
ら
見
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
看
板

が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
の
声
を
聞
く

の
で
お
願
い
し
ま
し
た
。検
討
し
ま

す
と
の
回
答
で
し
た
。個
人
の
桜
で

あ
って
も
、営
利
を
目
的
に
し
て
い
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、玉
川
村

の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
、看
板

ぐ
ら
い
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答　

検
討
し
ま
す
。

（10）

小
針
竹
千
代
議
員

Ｑ　

農
振
地
除
外
の
考
え
は

Ａ　

農
用
地
の
適
正
な
管
理
と
利
活
用
を
推
進
す
る

Ｑ　

玉
川
村
の
観
光
開
発
に
つ
い
て

Ａ　

現
在
あ
る
素
材
を
利
用
し
て
観
光
へ
の
取
り
組
み

　
　

を
推
進
し
て
い
く

問　

玉
川
村
を
、
よ
り
発
展
さ
せ

る
た
め
、
国
道
１
１
８
号
沿
線
の

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

問

問

問

問

答

答

答

答

中地区１１８号沿線

心を和ませる花園
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問　

こ
の
県
道
に
つ
い
て
は
、
南

側
に
高
い
の
り
面
と
山
林
が
あ
る

た
め
冬
期
間
は
特
に
日
当
た
り
が

悪
く
、
一
旦
凍
結
す
る
と
な
か
な

か
融
け
ず
に
こ
ぶ
し
の
里
の
利
用

者
ら
の
通
行
に
支
障
を
来
し
て
お

り
ま
す
。

　

村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

答　

こ
の
場
所
に
つ
い

て
は
、
南
側
に
県
道
福

島
空
港
西
線
の
高
い
の

り
面
が
あ
り
、
立
木
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
の

り
面
の
頂
上
か
ら
南
側

の
山
林
に
さ
ら
に
立
木

が
あ
る
た
め
、
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り

日
蔭
と
な
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
積
雪
が
あ

る
と
、
の
ち
に
凍
結
す

る
所
で
あ
り
、
一
旦
凍

結
す
る
と
、
な
か
な
か

融
け
ず
に
残
っ
て
い
る

た
め
、
車
両
通
行
に
際

し
て
は
慎
重
な
運
転
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
形

条
件
が
こ
の
よ
う
な
凍
結
し
や
す

く
、
融
け
に
く
い
状
況
を
つ
く
っ

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

道
路
を
管
理
し
て
い
る
県
に
除
雪

回
数
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
と

か
、
滑
り
止
め
の
措
置
を
し
て
い

た
だ
く
な
ど
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

例
年
、
村
で
は
水
稲
の
用
水
が

必
要
な
く
な
り
、
台
風
が
多
く
接

近
す
る
９
月
を
目
安
に
た
め
池
の

水
位
を
低
水
位
で
管
理
し
て
い
た

だ
く
よ
う
毎
年
通
知
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
に
つ
い
て
は
、
８

月
22
日
か
ら
23
日
の
台
風
９
号
が

襲
来
す
る
際
に
、
極
力
水
位
を
下

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
電
話
連
絡
を

し
、
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
定
期
あ
る
い
は
場
合

に
よ
っ
て
は
緊
急
に
管
理
の
周
知

を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

村
内
の
河
川
の
堰
や
た
め
池

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

方
々
が
管
理
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
近
ご
ろ
の
状
況
を
見

る
と
、
そ
の
管
理
が
適
正
に
行
わ

れ
な
い
た
め
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

際
に
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
施
設

の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
村
の

考
え
を
問
う
。

答　

河
川
の
堰
・
た
め
池
の
管
理

が
適
切
に
行
わ
れ
な
い
場
合
、
施

設
へ
の
被
害
や
農
地
あ
る
い
は
広

範
囲
に
わ
た
る
被
害
も
想
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

河
川
か
ら
取
水
す
る
堰
・
頭
首

工（
※
）は
農
業
用
水
利
施
設
台
帳

で
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
40
カ

所
、
た
め
池
台
帳
で
把
握
し
て
い

る
た
め
池
は
20
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

頭
首
工
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
政
区
、
あ
る
い
は
受
益
者

が
通
常
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
突
然
の
豪
雨
な
ど
へ
の
対
応

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
行

政
側
か
ら
の
瞬
時
の
周
知
も
困
難

で
あ
り
ま
す
。
被
災
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
に
は
、
村
か
ら
の

適
正
管
理
の
周
知
と
い
う
よ
り
も

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
、
受
益
者
に

よ
る
常
日
ご
ろ
か
ら
の
維
持
管
理

作
業
が
肝
要
で
あ
り
、
各
団
体
で

の
維
持
管
理
の
重
要
性
の
認
識
や

技
術
的
な
側
面
を
含
め
て
継
続
的

に
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

た
め
池
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
す
る
行
政
区
が
管
理
を
行

っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
適
正
に
維
持
管
理
を
さ
れ
て

飯
島
三
郎
議
員

Ｑ　

村
内
の
河
川
の
堰
、
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

Ｑ　

こ
ぶ
し
の
里
の
前
の
県
道
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

問

問

答

答

こぶしの里の前の県道

（
※
）湖
沼
、河
川
な
ど
か
ら
、用
水
を

取
入
れ
る
農
業
水
利
施
設
の
総
称
。適正な管理が大切です
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問　

４
行
政
区
だ
け
の
特
集
を
、７

月
号
広
報
た
ま
か
わ
で
周
知
さ
れ

た
が
、他
の
行
政
区
の
掲
載
が
無
い

の
は
公
正
、公
平
な
情
報
開
示
に
欠

け
て
い
る
。全
て
の
行
政
区
の
意

見
、要
望
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
と
、

当
局
の
回
答
並
び
に
対
応
は
。

答　

懇
談
会
の
様
子
や
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
、
要
望
の
一

部
を
広
報
た
ま
か
わ
７
月
号
で
知

ら
せ
た
。
そ
の
意
見
、
要
望
は

①
人
口
減
少
や
定
住
対
策
と
し
て

宅
地
の
開
発
、
宅
地
の
供
給
を
進

め
る
べ
き
。

②
小
中
学
校
の
今
後
に
つ
い
て
村

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

③
空
き
家
が
増
え
て
い
る
が
空
き

家
対
策
は
実
施
し
て
い
る
か
。

④
水
道
水
源
の
確
保
な
ど
を
し
て

安
全
安
心
な
村
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

そ
の
他
道
路
、側
溝
な
ど
生
活
環

境
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
で

す
。多
く
の
意
見
な
ど
は
そ
の
場
で

答
え
た
も
の
、答
え
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
は
現
場
な
ど
を
確
認
し
た
上
、各

区
長
さ
ん
に
知
ら
せ
た
も
の
も
あ

り
、そ
の
他
に
つい
て
は
各
担
当
課
に

お
い
て
、現
場
な
ど
を
確
認
し
て
庁

内
で
検
証
し
対
応
し
た
。結
果
は
今

後
各
区
長
さ
ん
に
知
ら
せ
ま
す
。

問　

26
年
12
月
に
も
同
じ
質
問
を
し

た
。そ
の
答
弁
は
一
覧
表
に
ま
と
め
、

庁
議
に
お
い
て
各
課
長
へ
配
布
し
、懇

談
内
容
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。今
回
も
同
じ
で
あ

れ
ば
議
員
に
配
布
は
で
き
な
い
か
。

答　

配
布
は
考
え
て
い
な
い
が
要

望
が
あ
れ
ば
配
布
す
る
。

問　

竜
崎
か
ら
中
区
ま
で
の
堤
防

に
桜
を
植
樹
し
て
、
末
永
く
美
し

い
景
観
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
、

洪
水
で
心
身
共
に
傷
つ
い
た
人
々

の
心
を
癒
し
、
和
ま
せ
て
、
誇
れ

る
郷
土
と
化
し
て
い
く
も
の
と
思

う
。
植
樹
に
対
す
る
見
解
は
。

答　

河
川
管
理
者
か
ら
の
許
可
を

得
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
区
間
に

お
け
る
堤
防
を
掘
削
し
て
植
樹
す

る
こ
と
は
、
計
画
堤
防
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
許
可
基
準
に
合
致
し

な
い
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
植
樹

は
難
し
い
と
考
え
る
。

問　

河
川
占
用
願
い
を
出
す
必
要

か
ら
個
人
で
は
許
可
さ
れ
な
い
が
、

景
観
や
環
境
改
善
の
た
め
、
村
自

体
が
植
樹
で
き
る
確
率
が
高
い
。

ま
た
石
川
土
木
事
務
所
で
も
、
管

理
の
確
証
が
得
ら
れ
れ
ば
良
い
と
聞

い
て
い
る
。
答
弁
の
中
で
難
し
い
と

は
で
き
な
い
こ
と
か
。

答　

難
し
い
と
は
で
き
な
い
こ
と

で
は
な
い
。

問　

河
川
堤
防
へ
の
桜
植
樹
は
全

国
で
多
く
見
受
け
ら
れ
名
所
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
件
は
18
年
８
月

竜
崎
区
に
お
け
る
村
民
懇
談
会
に

お
い
て
出
た
提
案
で
も
あ
る
。
難

し
い
で
は
な
く
再
度
前
向
き
な
答

弁
を
問
う
。

答　

17
年
に
も
質
問
が
あ
っ
た
、

維
持
管
理
の
面
か
ら
難
し
い
。

（12）

消
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
。

答　

相
続
関
係
、
ま
た
高
額
な
抵

当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

問　

買
収
後
に
抵
当
権
が
設
定
さ

れ
た
物
件
は
あ
る
か
、
ま
た
抹
消

に
費
用
の
発
生
は
。

答　

設
定
さ
れ
た
物
件
は
あ
る

が
、
費
用
の
支
払
い
は
な
い
。

問　

工
事
を
急
い
だ
理
由
で
、
長

い
間
未
登
記
で
あ
っ
た
こ
と
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
は

所
定
の
手
続
き
を
経
て
か
ら
工
事

に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
過
去

の
反
省
か
ら
姿
勢
を
問
う
。

答　

今
後
は
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

小
林
徳
清
議
員

Ｑ　

村
所
有
不
動
産
の
未
登
記
は

Ａ　

全
て
の
未
登
記
物
件
を
解
消
し
た
い

Ｑ　

阿
武
隈
川
堤
防
へ
の
桜
植
樹
は

Ａ　

植
樹
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る

Ｑ　

村
民
懇
談
会
に
つ
い
て

Ａ　
広
報
た
ま
か
わ
７
月
号
で
意
見
、要
望
の一部
を
知
ら
せ
た

問　

平
成
27
年
度
決
算
の
審
査
意

見
で
、
村
所
有
不
動
産
の
未
登
記

解
消
に
向
け
て
努
力
す
る
よ
う
指

摘
要
望
さ
れ
て
い
る
。
年
々
減
少

し
て
い
る
が
、
原
因
と
な
ぜ
長
い

間
未
登
記
と
な
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
全
て
解
消
は
で
き
る
の
か
。

答　

道
路
用
地
取
得
が
主
な
原
因

で
、
昭
和
50
年
代
が
多
く
、
道
路

事
業
の
進
め
方
に
お
い
て
、
用
地

買
収
優
先
で
工
事
を
実
施
、
登
記

事
務
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
。

全
て
の
未
登
記
物
件
を
、
解
消
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

登
記
事
務
手
続
き
を
後
回

し
、
工
事
を
実
施
し
た
の
は
職
務

が
ず
さ
ん
だ
っ
た
の
で
は
。

答　

確
か
に
、
登
記
を
せ
ず
工
事

を
急
い
だ
面
が
あ
っ
た
。

問　

減
少
し
て
は
い
る
が
年
々
解

答答

答 答

答答

答 答

答

問問問

問

問問

問

問

問

問

答
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問　

運
営
の
責
任
体
制
と
村
の
関

わ
り
に
つ
い
て
。

答　

運
営
は
玉
川
村
社
会
福
祉
協

議
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
学
校

と
、
村
、
こ
ど
も
園
、
社
協
と
の

会
議
を
開
催
し
、
運
営
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問　

社
協
の
中
に
運
営
委
員
会
は

あ
る
の
か
。

答　

現
在
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
今

後
運
営
委
員
会
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

問　

待
機
児
童
の
有
無
に
つ
い

て
。

答　

待
機
児
童
は
い
ま
せ
ん
。

問　

私
は
３
人
か
ら
４
人
の
こ
ど

も
が
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

答　

今
現
在
は
、
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

問　

認
定
申
請
、
入
園
申
請
な
ど

の
手
続
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い

て
。

答　

認
定
申
請
は
教
育
委
員
会
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係
受
付

で
、
入
園
申
請
は
こ
ど
も
園
受
付

な
の
で
一
本
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

こ
ど
も
園
と
教
育
委
員
会
の

連
絡
体
制
は
。

答　

今
後
は
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
、

入
園
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

制
度
の
利
用
状
況
は
。

答　

空
き
家
３
件
、
空
き
地
７
件

の
登
録
が
あ
り
、
そ
の
内
空
き
家

の
売
買
が
２
件
、
空
き
家
の
賃
貸

借
が
１
件
。

問　

地
元
行
政
区
な
ど
へ
の
情
報

の
提
供
は
。

答　

転
入
者
へ
は
、
担
当
か
ら
口

問　

村
内
に
も
倒
壊
の
お
そ
れ
が

あ
る
廃
屋
が
あ
り
ま
す
。
治
安
や

災
害
の
面
か
ら
も
、
安
全
で
安
心

な
村
づ
く
り
の
た
め
村
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
国
の

空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
、
こ

れ
は
協
議
会
な
ど
民
間
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
て
行
う
も
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
に
取
り
組
め
な
い
か
。

答　

本
村
で
は
、国
の
特
別
措
置
法

を
施
行
し
た
た
め
対
策
計
画
の
作

成
や
必
要
な
事
項
を
定
め
推
進
し

て
今
回
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、実

態
を
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

頭
で
地
元
行
政
区
な
ど
へ
の
あ
い

さ
つ
を
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問　

周
辺
住
民
へ
の
不
安
を
与
え

て
い
る
時
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　

要
綱
の
見
直
し
作
業
中
で
あ

り
、
修
正
に
よ
り
、
で
き
る
限
り

の
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問　

母
畑
開
パ
事
業
に
係
る
事
業

償
還
金
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
。

答　

要
請
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、

母
畑
地
区
土
地
改
良
区
が
主
と
な

石
井
清
勝
議
員

Ｑ　

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て

Ｑ　

認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
に
つ
い
て

Ｑ　

母
畑
開
パ
事
業
負
担
軽
減
に
つ
い
て

Ｑ　

廃
屋
対
応
に
つ
い
て

答

答

答

答答

答答

答答

答

答

問

問

問

問問問

問

問

問

問

問

り
、
首
長
と
東
北
農
政
局
長
と
の

意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
農
業

の
実
情
と
負
担
軽
減
に
つ
い
て
要

請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 廃屋の対策が必要である
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問　

玉
川
村
の
上
水
道
事
業
の
現

状
と
今
後
の
基
本
事
項
及
び
そ
れ

に
伴
う
整
備
内
容
が
よ
う
や
く
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
井
戸
水
が
出
な
く
な
り
、
村

の
水
道
が
引
か
れ
て
い
な
い
地
区

に
お
い
て
は
、
生
活
に
不
便
を
来

し
た
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
四
辻

水
源
地
を
有
効
利
用
し
、
地
域
の

方
々
の
意
向
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
今
後
し
っ
か
り
と
進
め
て
行

き
、
早
急
に
未
給
水
区
域
の
解
消

を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

問
う
。

　

１
点
目
は
、
石
川
町
と
の
浄
水

受
水
に
伴
う
施
設
整
備
の
検
討
状

況
は
。
２
点
目
は
、
四
辻
水
源
を

利
用
し
て
の
、
未
給
水
区
域
の
解

消
の
考
え
方
は
。
３
点
目
は
、
整

備
順
位
１
の
具
体
的
内
容
と
取
り

組
み
方
は
。

答　

１
点
目
は
、
石
川
町
の
浄
水

場
更
新
計
画
に
伴
う
村
の
施
設
整

備
の
検
討
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

送
水
ポ
ン
プ
場
１
カ
所
、
送
水
管

延
長
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
新
た

な
配
水
池
整
備
１
カ
所
、
新
た
な

配
水
池
か
ら
既
存
の
粟
踏
石
配
水

池
ま
で
の
送
水
管
約
２
・
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
な
ど
の
施
設
整
備
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
給
水
区
域
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
村
中
、
津
間
の

一
部
、
諏
訪
平
の
一
部
な
ど
、
県

道
飯
野
三
春
石
川
線
沿
い
が
区
域

と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
集

落
の
形
成
状
況
、
標
高
、
配
水
管

の
布
設
さ
れ
る
道
路
沿
い
で
あ
る

な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
給
水
が
可

能
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
整
備
順
位
１
の
具

体
的
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四

辻
新
田
浄
水
場
の
整
備
、
配
水
池

の
整
備
、
送
水
管
・
配
水
管
の
整

備
で
あ
り
ま
す
。

　

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
浄
水
場
を
30
年
度
、
送

水
ポ
ン
プ
場
・
配
水
池
、
送
・
配

水
管
を
31
年
度
に
整
備
す
る
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

石
川
町
の
浄
水
場
更
新
計
画

で
は
、
い
つ
施
設
整
備
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

答　

平
成
35
年
度
に
計
画
予
定
。

問　

石
川
町
と
の
協
議
の
中
で
、

基
本
的
内
容
に
つ
い
て
の
首
長
間

で
の
合
意
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
は

話
し
合
い
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
話
し
合
い

の
経
過
を
踏
ま
え
て
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

早
い
時
期
で
の
合
意
が
必
要

と
思
う
が
。

答　

遠
く
な
い
時
期
に
実
施
し
た

い
。

問　

今
後
進
め
る
に
当
た
り
、
地

域
の
方
々
へ
の
十
分
な
説
明
が

必
要
と
思
う
が
。

答　

来
年
度
早
々
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
し
た
い
。

問　

配
水
池
は
、
東
野
大
井
沢

方
面
の
高
台
の
よ
う
で
す
が
、

東
山
方
面
や
羽
山
方
面
の
浄
水

場
か
ら
近
い
高
台
は
検
討
し
な

か
っ
た
の
か
。

答　

東
山
方
面
、
羽
山
方
面
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

問　

こ
の
上
水
道
事
業
の
整
備

の
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

答　

各
種
補
助
事
業
の
活
用
を

検
討
し
な
が
ら
財
源
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

水
は
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
変
重
要
な
事
業
で
あ

り
ま
す
。
財
政
計
画
を
し
っ
か

り
た
て
て
、
地
域
住
民
の
声
を

聴
き
な
が
ら
、
基
本
計
画
に
沿

っ
て
確
実
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

答　

村
に
と
っ
て
大
き
な
事
業

の
一
つ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

水
源
の
確
保
を
し
な
が
ら
一
日

も
早
い
未
給
水
区
域
の
解
消
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（14）

Ｑ　

玉
川
村
上
水
道
事
業
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

Ａ　

一
日
も
早
い
未
給
水
区
域
の
解
消
に
努
め
る

答

答

答 答答答

答答

問

問

問 問問

問問問

大
和
田
　

宏
議
員

給水が予定されている四辻新田村中地内



議 会 だ よ り 平成28年11月2日（15）

　小野町議会公共施設検討特別委員会が、認定こども園たまかわクックの森
を視察しました。
　施設完成に至るまでのプロセスや施設の運営状況について、村及び村社会
福祉協議会より説明がされました。

小
野
町
議
会
公
共
施
設
検
討

特
別
委
員
会
が
来
村

9
27

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
が

村
教
育
委
員
会
と
学
校
訪
問

9
28　文教厚生常任委員会では、村教育委員会と合同で泉中学校、西部共同調理場、

玉川第一小学校を訪問し、学校運営などについて説明を受け、学校給食を試
食しました。

玉川第一小学校の授業の様子



議 会 だ よ り平成28年11月2日

８月
 ３日 須賀川市議会議員との意見交換会（須賀川市）
 ２１日 役職員親善スポーツ大会（たまかわ文化体育館）
 ２４日～２５日 町村議会正副議長、事務局長研修会（福島市）
 ２９日 石川地方議会事務局長会議（石川町）
９月
 ２日 議会運営委員会（議員控室）
 ４日 第45回玉川村少年剣道大会（たまかわ文化体育館）
 ９日～１６日 ９月定例会（議場）
 １０日 玉川村敬老会（たまかわ文化体育館）
 １４日 第11回村グランドゴルフ協会議長杯大会（村民グランド）
 ２７日 小野町議会行政視察（たまかわクックの森）

 ２８日 文教厚生常任委員会（学校訪問）
 ２８日 石川地方生活環境施設組合議会議員研修会（石川町）
 ２９日～３０日 岩手県岩泉町訪問（岩手県岩泉町）
 ３０日 公立岩瀬病院企業団議会定例会（須賀川市）
１０月
 ８日 たまかわスポーツフェスタ２０１６（たまかわ文化体育館）
 １４日 ふくしま駅伝選手団結団式（すぱーく玉川）
 １８日 広報編集委員会（議員控室）
 ２１日 須賀川地方広域消防組合議会定例会（須賀川市）
 ２２日 古殿町町制施行60周年記念式典（古殿町）
 ２５日～２６日 全国町村議会広報研修会（東京都）
 ２８日 石川地方町村議会議長会（石川町）
 ３１日 福島県町村議会議員研修会（郡山市）

（16）

議 会 の う ご き議 会 の う ご き
８ 月

10月

９ 月

　台風10号により甚大
な被害を受けた岩泉町を

訪問し、議員会よりの義援金10万円とさるな
しジュース10箱を岩泉町の加藤議長に贈りま
した。
　岩泉町とは、平成27年に議会の行政視察
の相互訪問で縁が生まれ、今回、議員会役員３
名と正副議長の５名で訪問したものです。

　県町村議会議員研修会が
ビッグパレットふくしまで開催

されました。「地方創生と地方自治」「今後の政
局・政治展望」について研修をしました。

岩手県岩泉町訪問

県町村議会議員研修会

9／29～30

10／31

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

に
よ
り
認
定
こ
ど
も
園「
た
ま

か
わ
ク
ッ
ク
の
森
」が
今
年
４
月

に
開
園
し
、
７
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

こ
ど
も
達
の
元
気
に
遊
ぶ
姿

を
見
て
い
る
と
、
こ
の
こ
ど
も

達
の
未
来
の
た
め
我
々
議
員
は

何
を
な
す
べ
き
な
の
か
、
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
議
事
機
関
で
あ
り
、

議
論
す
る
場
で
あ
り
ま
す
。

村
の
施
策
に
つ
い
て
議
論
を
尽

く
し
、
そ
の
施
策
が
適
法
、

適
正
に
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を

監
視
す
る
こ
と
が
我
々
議
員
の

使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
こ
ど
も
達
や
玉

川
村
の
よ
り
良
い
未
来
を
築
く

こ
と
に
繋
が
る
こ
と
を
信
じ
、

議
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
石
井
清
勝
）

あ　

と　

が　

き

あ　

と　

が　

き

岩岩岩岩岩岩手手手手手手手県県県県県県岩岩岩岩岩岩泉泉泉泉泉泉泉町町町町町町町訪訪訪訪訪訪訪問問問問問岩岩岩岩岩岩岩手手手手手手手県県県県県県県岩岩岩岩岩岩岩泉泉泉泉泉泉泉町町町町町町町訪訪訪訪訪訪訪問問問問問問問岩手県岩泉町訪問

県県県県県県県町町町町町町町村村村村村村議議議議会会会会会会会議議議議員員員員員員員研研研研研研研修修修修修修修会会会会会会会県県県県県県県町町町町町町町村村村村村村村議議議議議議議会会会会会会会議議議議議議議員員員員員員員研研研研研研研修修修修修修修会会会会会会会県町村議会議員研修会

加藤議長（岩泉町）に義援金を贈る小針議員会長（右）


